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北海道檜山郡今井石崎鉱山マンガン鉱床調査報告

齊　藤　正　　雄菅

　　　　　　　R6sum6

0n　the　Manganese　Ore　De］posit　of翫e

ImailshizakiM童ne，Hiy＆maCounty，

　　　　　　Hokkaido

　　　　　　　　by

　　　　　　Masao　Sait6

　　　The　Manganese　ores　of　this　mine　occur

　in　the，altαated　porphyrite　of　Tertiary『and

　slate　Qf　Pa1＆eozoic．　The　vein　lies　along　a

　fault　plane　or　a　fiss皿’，　striking．N75。　to

・35。W，dip口ing60。to75。1southward，elonga－

　tlng・ver4km・Only撫e、Mgt・yamapart
　was　investigated　in　the　past．　This』is　about

　250m　lo耳g，1－3m　wide，attaining50mbelow

　the　surface．　l　Alterations　of　the　comtry

　rOCkS，are功10ritiZat∫On，SeriCitiZ＆tiOnCar・

b・natizati・n，pyrltizati・阜etc．

　　　The　ores　have　the　banded，breciated

　and　drusy　structures，which＆re　constituted

　of　rhodochrosite，’pyrite，sph＆1erite，galena，

　chalcopyrite，　ealcite，　barite，　quartz　and

　oth6r　minerals．Metallic　content　of　the　ore

　is34to41％Mn　and　its　oxidized　one　shows［

　50to57％of　Mn．　Thi忌mine　has　been

　workedreasonablyin1939to　IO5エ，＆nd　large

・amount　of　remaining，ore・reserves　may　be

　calcu1寡ted．

　　　　　　　瓦緒　　言
　今井石崎鉱田は昭和招年露頭発見以来急激に擾頭し，

附近の上国鉱山とともに，わが国有数のマンガン鉱山と

して開発されてきた。最近では菱マンガン鉱と≧もにそ

の上部の二醗化マンガンの採鉱に力を注いでいる魁こ

れらの相互，関係，母岩との関係およぴ鉱石・鉱物の共

生，鉢床生成の時期を知ることは，今後の探鉱・開発上

極めて主要な問題である。従来本鉱山は吉村・原田両博

士，伊藤学士等によつてかなりの範囲にまで調査研究さ

菅
，
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　れている。筆者は以上の間題に関蓮して最近の鉱床の概

　況を知るために，昭和26年6月中旬の5日聞，主として

　坑内を対象とする現地調査を行つ癒。短期聞であつたた

　，め調査も坑道全般に亘り得なかつたが，その後の室内研

　究により導き得た結果を以下に報告する。。

　　調査に際し種々御便宜を与えられた石崎鉱山職員各

　位，特に杉本氏に対し謝意を表する。

　　　　　　　a位置および交通
　　鉱区は渡島国檜山郡上ノ国村で石崎川の麦流なる小砂

　子川上流に設定されており，元山鉱床は江差線上ノ国駅

　め南南西直距離ほぼ，18kmに存在する。鉱山事務所匠

　至るには上ノ国駅で下車，これよリバスを利用し日本海

　岸沼いにほぼ15km南西下して石崎部落に蓬す．る。さら

　にトラヅクに便乗して石崎川およびその支流小砂子川を

　逆ることほぼ6kmで鉱山專用馬車軌道に乗り換え，そ

　れより2kmで到達する。との聞約4時問を要する。事

　務所より探掘現場まではほぼ2kmの間，小砂子川麦流

　澹いに小径が通じている。鉱石撒出は現場より2kmの　

　1邊鉱場まで索道を以つてなし，さらに手選上鉱と塊精鉱

　とを馬車軌道によつて出し，これよりたラックで上ノ国

　駅に蓮んでいる。

　　　　　　　　鼠浩　　：革
　　　　　　　　　　　　　　i
　　本鉱山は昭和12年の露頭発見に始まり，昭和14年に現

　権者今井作家氏の手に移つて探鉱に着手，同15年11月に

　は蓮搬道路が開通した。昭和16年2月に始めて石崎より

　舟搬にて逡鉱され・同年夏より事務所一石崎聞に馬車軌

　道がつけられた。昭和17年には現場一選鉱場聞に索道を

　敷設してそれまでの土醗運搬を廃止し，桐18年8月より

　電気設備が定成した。ごの聞吉村・原田両博士等の調査

　があつて，附近の地質鉱床および鉱石の全貌が明らかと

　なつてき’た。その後昭和24年10月に1日2～3t処理の焼

　釜1基，同25年8月および10月には12～13t処理め釜各

　1基を築い宅現在に至つた◎この聞2万tに余る鉱石を

　出している。　一

　　　　　　　4。地形および地質

　　本地区は海抜100～500mの聞にあつて，鉱床は300～

　400m附近に胚胎している。区域の中央を小砂子川がそ

　の支流を集めて北流し，これを取り巻いてほぼ400～600

　mの山陵が連続している。淘川はかなり刻まれてV字谷

　をなし．これに滑つてほとんど平坦地を認め得ず，僅か
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ノ

に選鉱場より事務所にかけて狭長な平坦地がある一程度

で，壮年期の地貌を1呈している。

附近の地質は古生暦を基盤とし，ζれを新第三紀履が

被覆し，火成岩には輝線岩・粉岩・安山岩が見られる。『

古生暦は区域の大半を占めるもので暗友色粘板岩を主と

し，この中にしぱしぱ珪質部を伴い，また次白色珪岩乃

至チヤート・細粒砂岩および石灰岩の薄暦を弦在してい

る。本暦はほぼNNEの走向でNWに50。～700，の傾斜

を有する単斜構造をなしている。新第三紀暦は訓縫層群

に属するもので，地域の東部にみられて線色凝友岩およ

び火山岩屑よりなつている（第1図参照）。

輝線岩は古生暦中に岩床として逆入しており，元山附

近のものでは塊状をなし，西二号坑坑口附近では一・見閃

線岩状を呈している。濃線色堅緻で斜長石および線泥石

よりなり，これに炭酸塩鉱物の細條と黄鉄鉱の鉱染がみ

られる。斜長石は0．3×1。Omm程度の短冊状をなすが，

難｝臨

囲宴端
圃痂措
1園

醗、響
ヌロ

　」。ン

膨

輝稼岩

4ンがレ鉱医

断刀

走向嶺斜

．一般に汚濁していることが多く，線泥石は他形をなして

斜長石の聞隙を埋めている。

　粉岩は古生暦および新三紀暦を貫いて岩株状をなして：

賦存し，鉱床生成に関係すると思われるもので，坑内に

おいては特に鉱床の下盤側に多くみ、られる。線色緻密で

斜長石および線泥石よりなり，鏡下では完晶質を示して

斜長石斑晶が多く，この間を懸泥石および黄鉄鉱・石英

等が埋めて墳聞石理を呈している。斜長石は自形乃至半

自形で0．2×0．8mm程度の短冊状をなすものが多く，

An42～46成分である。鉱床に近接ずる処ではかなりの

範囲まで変質しており，甚しく汚染され，斜長石もその

輪廓は残してもほとんど縞雲母化，（線泥石化し，また総

体的に炭酸化作用を受けるものが多く，最後に方解石脈

に貫かれている。

　安山岩は地域の南東山嶺にみられて，新第三紀を被覆

する。輝石安山岩と思われるもので斜長石は自形を示す

　　　　　　が一部方解石化するものあり，輝石は

寿
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第1図　今井石崎鉱山附謎地質図

豫泥石化・ウラル石化作用進み，石基

は破璃質乃至隠i微晶質で含鉄鉱物を多

量に含んでいる。

　　臥鉱床および鉱石

a）鉱床概論
　マンガン鉱床は粉岩および粘板岩中

に鉱脈をなして胚胎するが，時に主要

なものは元山地区の粉岩，もしくは粉・

岩一粘板岩境界にみられる大断暦ある

いは裂罐を充した浅熱水性のもので，

中新世末の訓縫期に生成されたものと

考えられる。菱マンガン鉱および尊れ

の酸化による二酸化マンガン鉱を鉱石

としているが，菱マンガン鉱は元来閃

亜錯鉱・黄鉄鉱等の脈石として極めて

多量に生じたものである。大断暦はほ

ぼN80。Wに走り，600～75。SWに傾

斜して西方の鰍沢を横ぎる4kmの延

長を有するもので，元山附近では主と

して粉岩を，以西では粘板岩を切つて

いる。元山鉱床の富鉱体は東と西に2

箇所に見られるが，その落しは東南方・

および東方～30。程度で，東部のもので、

はそのstope　length．pitchlengthと

もに100血を越え脈幅平均2．5mで時

に8mに達することがある。また西部

のものではそのstope・1engthならび

に二pitchlengthは50m力噸崔認され，

脈幅ぱ1～1．5mを普通とする（第2図㌧

》
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第2図　 今井石崎鉱自坑．内地質鉱床図
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一第3図参照）・

　元山附近が特…に脈幅も広く大鉱床を形成しているの

は，これが粉岩中もしくは粉岩，と粘板岩との境界附近に

生成されているからで，母岩である粉岩と粘板岩との物

理性の相違によると考えられる。すなわち元山以西のも

本鉱山の鉱石構造として普通のものは縞状構造であ

り，これに次いで角礫構造および僅かに晶洞構造が見ら

れる。縞状構造をなすものでは菱マンガン鉱・黄鉄鉱お

よび閃亜錯鉱が明らかに平行縞状をなし，鏡下では方錯

鉱・黄銅鉱の微晶の1部も平行に配列して添る。また本

’　、
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第3図　今井石崎鉱山坑道断面図

のが脈幅の狭いのは，これが古生暦の粘板岩中にあつて

粘板岩自体が著しい裂罐の生じ難いことによ喬と思われ

る。鉱石構造に縞状が発蓬しているのは，鉱石鉱物の晶

出が緩慢に行われたことを示している。鉱床の上部は下

降水の酸化作用によつて二酸化マンガン鉱を生じている

が，特に元山附近ではごの現象が顕著である・

　恥）鉱化作用
　鉱床生成には前後2回の鉱化期が考えられ，前期に属

する組成鉱物としては菱マンガン鉱を主とし，黄鉄鉱・

方錯鉱・閃亜錯鉱・黄銅鉱・重晶石等，後期のものでは

黄鉄鉱を主とし，閃亜錯鉱・方錯鉱・菱マンガン鉱等が

’
み
られる。菱マンガン鉱を主とする鉱脈の硫化鉱物とし

ては黄鉄鉱が最も多く，閃亜鉛鉱ごれに次ぎ，方鉛鉱・

黄銅鉱は極めて少ない。

　母岩の変質に粘土化がみられ，破壊作用を伴つている

が，これは鉱床生成の2時期によつて異り，後期のもの

に著しいよ5である。前期鉱化作用による粘板岩の変質

は極少部分で僅かに淡線褐色を呈するが，粉岩の変質は

かなり広く，斜長石ほ白色斑晶として残り，全体として「

淡線色乃至線色を示す。後期の変質では淡褐色乃至暗次

色となり，黄鉄鉱を散点せしめ，さらに粘板岩・菱マン

ガン鉱の角礫を取り込んで㌔、る（第4図参照）。この他

の変質作用としては隷泥石化・炭酸塩化・編雲母化がか

なりの範囲まで見られ，時に珪化作用を伴っている。

　c）鉱　　　石

　A　cqE7登F　　三 F　G・FE　P　b

工

∫空くへく．

猛く侠醗へ

　　　第4図　今井石崎鉱山鉱化作用概念図

麟灘　　　 ，、　｝繍
瞳饗羅難戴鉱（時に中石を盒む、／　

F＝談隅色乃至暗灰自粘土（角礫母岩。鉱石を含む）

9議騨貧鉱（角　パツ　ぞン後期

1：石英賑

構造には累被をなすものが多く，これに櫛状・皮殻状

（腎臓状あるいは乳房状の表面を有する）が見られ，し

ぼしぱ輪状鉱もあつていわゆる膠質沈澱の構造を呈す

る。角礫構造では粘板岩、・粉岩あるいば早期晶出の菱マ

シガン鉱の角礫を含有しており，時には鉱脈の大部が菱

マンガン鉱角礫によつて占められる・本構造は肉眼的な

ものとしでは局所的であるが，鏡下ではかなりの範囲に

みられる。晶洞構造は極めて局部的に存在するが，その

内面には菱マンガン鉱・黄鉄鉱時に方解石・石英の小晶

9一（539）
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が発達する。

鉱脈を構成する組成鉱物には菱マンガン鉱・黄鉄鉱・

閃亜鋸鉱・方錯鉱・黄銅鉱・四面銅鉱・重晶石・・方解石

・石英・石膏等があるが，これら諸鉱物の共生関係はか

なり複雑である。鉱脈の肉眼観察と顕微鏡観察とによれ

ば，その晶出順序は大略第1表ρ如くになる・すなわち

麦ぐガソ鉱

閑勇肪鱗

方鐙動
羨欽戯
嶺鋼鉱
伊面銅砿

方解后
石　典
望ゐ乃

石膏

荊 期　　 俊　　期．

4回醒ロ臨』』＿、

　j　『　陛一辱｛卿曹I
　i　I　ヤ＿一

二L』」
第1表　　今井石崎鉱山鉱物晶出順序

r前述のとおり鉱床の生成には前期および後期の2時期に

大別せられ，前期は菱マンガン鉱鉱化期で後期は硫化鉱　’

物の鉱化期ともいえる。　　　　『　　　　」

　以上の組成鉱物の主なものについてそp特徴を略述す

れぱ，次の如くであるo

　菱マンガン鉱は一般に細粒乃至微粒であるが，しぼし

ぱ0．5～1cmに達する桃紅色美麗結晶の集含として産し

て轡曲性を有することが多く，また同心構造の鐘乳石状

として晃られることもある。菱マンガン鉱の鉱化は後期

硫化鉱物時代にも若干作用されているが，この時代のも

のは前輝菱マンガン鉱晶出時代のものに比レて，石次の

・含有藷しく多くなつ蕨白色緻麹炭酸マンガン鉱

で，時にはマンガン方解石に類する。なお本鉱の地表水　『

よりの酸化作用により生じたと思われる二酸化マンガン

．鉱は，黒色乃至暗友色膠質性である・編状構造の聞に小

柱状結晶が見られるとと，MnO2が80％を越える高品位

鉱でありながら電池用として不晦き’であること等ドよ

窮ポリアン石ではないかと考えられる。

　黄鉄鉱は菱マンガン鉱と縞状配列をなすか，あるいは

菱マンガン鉱中に散在するが，他形をなすものが多く，

　　ト石英脈に附髄するものでは自形乃至半自形を示す傾向が．

ある。ただしいずれも3mm以下の小粒である。

　閃亜錯螺は菱マンガン鉱の縞状構造をなす中に，無数・

の微粒結晶の集含として配列しており，，他形で方鉛鉱と

密接していることも少なくない。

　黄銅鉱および四面銅鉱は他形微小で閃亜錯鉱ピ方錯鉱

と密接に伴つて出るが極めて少ない。時に閃亜錯鉱中に

滴状の黄銅鉱を含むことがある。

　時に重晶石を交代』した菱マンガシ鉱の仮像がある。’

　方解石は細脈としてすべての鱗石鉱物塗貫くか，、ある

いは晶洞中に小結晶の集合として存するが，時に二酸化

マヒガン鉱の被膜として産するととがある。

　d）各　　説
　本鉱山の主要鉱脈は1本であり，元山附近の坑道は若

竹坑・犬成坑・東二号坑・西二号坑・東一号坑・西一号

坑・東栄坑・興亜坑等8に余るが，この中後4坑の富鉱

部ほほとんど採掘．し誰され，当時入坑可能の坑道は若竹

坑・大成坑・東二号坑お珠び西二号坑の4であつた。

　若竹坑鏑押坑道の中東鑓押はほぼ，200mで，菱マン、

ガ監ン鉱としての鉱脈はかなりの連続性を有し，ほぼ，

NW－SE方向に伸びている。鉱脈の傾斜は70。SWで，

その上部は大成坑地並に至るまで過半が探掘されてい

る。本坑の西鑓押においては坑道延長がほぼ，EW方向

に180mある汎鉱体も切れ切れで断暦に富み，脈幅も

賊狭く，1，2を除いては稼行の対象とはなり得ない。な

お本坑中の鉱石は酸化の影響を受けてなく，すべて菱マ

ンガン鉱もしくはマンガン方解石よりなり，また本鉱脈

中kは比較酌大き’な晶洞の見られることがあり，角礫構

造も多い。　　　　　、　　　　．ド　　　　　．，

　大成坑の鑓押坑道延長はほぼ，210mで，鉱脈の方向

絃噸斜は都坑の⑩に準ずる・その東鑓押9圷
大半が採掬ざれ，西鑓押の上部もかなり採掘されてい

る。いずれも現にその上部の残鉱を稼行中であるが，西

鑓押そは大部が二酸化マンガン鉱，東鑓押の上部ではし

ぼしば二酸化を交えた菱マンガン鉱を対象としている。

東鑓押の菱マンガン鉱中には時に重晶石を交代した菱マ

ンガン鉱仮像を含み，また僅かに石膏の結晶がみられる

ととがある。

　東二号坑・西二号坑およびそρ上部の坑道では主とし

て二酸化マンガンを目的に稼行され，現に西二号坑の西

翼において採鉱しているが，との附近冠は比較的珪酸分・

の多いのが特徴である・

　　　　　6．品位および鉱量
　本鉱山元山鉱床の鉱石品位に関し現在までに採掘され

たもの匠ついて，鉱山分析係でなした結果を概記すれぱ

次の女口くなる。

　i菱・マンガン鉱：Mn34～41％　　Sio20．5～7％l

　　　　　Fe3～6％
一二酸化マンガン鉱3Mn掬～57％　MnO280～87％

　　　　　Sio20．3～3％
　主要坑道で採取した試料の分析結果を挙げると次の通

りである（伊藤聰・稻田武分析）。

　家記試料採取箇所は第2・第3図に入れたが，極めて

散発的で鉱脈の平均を表わすものとはいえない。しかし
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北海道檜山郡今井石崎鉱山マンガン鉱床調査報告（齋藤正雄）

試料探取箇所

若竹坑西鑓押
　〃　着脈、点

　〃　東鑓押
・〃　東切立附近

大成坑東切立附近

　〃　西鑓押
西二号坑

　　　引立附近
　〃　　　（上部）
　　　引立附近
　〃　　　（下部）
東：二号坑中　段

　”　　 ・　，　”

試料
番号
試料採取幅m

くA1）　　　　1．40

（A2）　1　2．40

（A3）　　　　2．10

（A4）　　　　1．30　・

（A5）　　　　1．75’

（A12）　　　　0．40

（A7）　　　　1．10

（A8）　　F1．17

（A9）

（A10）

F
（ All）

1．00

1．10

0．70

Mn％

35．41

34．58

33．90

40．03

34．22

51．18P

50．76

37．17

17．97

55．08

40．53

Sio2％1

144
1．38

2．00

0．56

0．82

4．00

1．46

18．98

19．50

0。34

0．54

Fe％

5．54，

MnO2％

80．86

80．33

87．17

64．ユ3

備 考

菱マンガン鉱

　〃
〃

〃

　〃
＝二酸化マンガン鉱

　〃
貧鉱の酸化部

貧鉱

二酸化マンガン鉱
やや酸化した菱マ
ンガン鉱．

特に参考のために貧鉱部を分析した以外は鉱脈品位の趨

勢を知るに足るよ5に採取したもので，たまたま過去に

おいて鉱山側でなされた分析品位にほぼ，準じているよ

5である。

　鉱量については全坑道を調査し得なかつたので何とも

いえないが，みられる範囲内においてはその東鑓・西鑓

とも鉱体の主要部は採掘されているが，なお残存鉱量は

相当に確認される。鉱脈全体がかなり膨縮に富みかつ轡

曲性があつて断暦も多いことにより，今後の探鉱次第で

はまだかなりの鉱量増加の期待が持てる。

　　　　　乳現　　況
　現在主として大成坑東鑓押中段および西二号坑・東二
聾
号 坑上向きの残鉱を稼行中で，二酸化マンガン鉱の出鉱．

は菱マンガン鉱にやや匹敵している。，併せて若竹坑東鑓

上向きと大成坑の東鑓および露頭探鉱をも行つている

が，その後の情報によれぱ若竹坑東鑓引立附近の上部で

優秀な鉱体に出会し，菱マンガン鉱の生産を挙げている

とのことである。

採掘鉱石は手邊後索道にて選鉱場に邊り，二酸化マン

ガン鉢で80％を越えるものは，ぞのま奪化学薬品用とし

て日東化学・東京黒錯へ邊鉱し，菱マンガン鉱は粗鉱

Mn26％（時にはそれ以下でも可能）以上のものを焙焼

出鉱年月

昭和25年

乳月

〃

11月

昭和26年

10月

粗　鉱精　鉱
且品位1
鉱里t％1鉱量t

出　’鉱

927

369

980

252

1，007

341

28

60

26

，50

25

60

621

318

772

116

644

讐脚臨鰐
38

70

40

75

45

』155175

570「38

330

600

115

715

205

72

40．5

75

45

75

炭酸
二酸化

炭酸
二酸化

炭酸
二酸化

釜で38～40％に上げて，二酸化マンガン70％前後のもの

とともにフエ・マンガン用として日本鋼管・富士製鉄等

へ邊つている。現に選鉱場より3kmは馬車軌道で，”そ

れより上ノ国駅迄はトラック輸邊をなしている。・’・

　最近の月別生産状況を示した。

　　　　　・8．結　 言

　1）本鉱床は粉岩に関係し，粉岩および粘板岩中の浅

熱水性裂罐充蟹鉱肱であつて，生成時期は第三紀訓縫期

末と、思われる。　L

　2）元山鉱床でみられる鉱脈の走向薙長は250mで，一

富鉱部は東西2ヵ所に胚胎し，おのおののstopelength

およびpitchlength’はそれぞれ東南および東方に30。程

度の傾斜で100mおよび50mを越えている。脈幅の平均

は 1．5～3。5mで，時に8斑に達することがあるが，か

なり「の範囲にまで採掘されている。

　3）鉱石の大部は菱マンガン鉱よりなり，鉱体の上部

は下降水の影響により大酸化帯を形成しているげ

　　　　　　　　　　　　　　　ロト　4）菱マンガン鉱は縞状構造を呈し，しぼしぼ黄鉄鉱宅

閃亜錯鉱が平待縞状に配列する。また菱マンガン鉱中に

は重晶石を交代した菱マンガン鉱仮像の存するごとがあ

る。

　5）鉱石品位は菱マンガン鉱としてMn34～41％，二

酸化マンガン鉱としてMnO270～87％であ9，Mn25％

程度の貧鉱も焙焼によつて利用できる。

　6）現在大成坑中段および東・西二号中段，（これより

上部は過半が採掘された）の数ヵ所において探掘され，

その他に若竹坑の探鉱もなしているが，特に若竹坑西鑓

地並あるいは同坑上下部の鉱況を見究める必要がある。

　7）本鉱床の鉱業上の特徴としては，鉱脈自体が水平

およぴ上下方向に延長する一本でさほどの分岐がなく，

探鉱・探掘もほとんど迷わずに計画され，鉱量にもかな

りの正確さを期することができる。
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地質調査所月報（第3巻第11号）．

8）本鉱石の欠点を挙げれぼ，有害硫化物（特に黄鉄

鉱）の混入がみられ，また品位の不同は激しくないが比

較的低品位である。ただし燐分が少なく，総体的に珪酸

に乏しく，石友に富むので，ブエ・マンガシ用として好

適であろ5。

　　　　　　　　　　　（昭和26年6月調査）

546．β84－31：545

匁、 粒度差曝る岩石榊嘩離珪酸錬賜卸綱．
　　　　　　一特に珪肺問頭に関連して一

　　　　　　　、
岩生周1一汽高橋　博罧・河田清雄菅

　　　　　　　　R6sum6
　An　Examp亙e6f　Estimation　of　Amount　gf

　　　　Free　Silica　in　Rock　Powder

　　＿with　Referenee　to　the　Pro畳｝lem　o：f

　　　　　　　　Silicosis

　　　　　　　　　by
　　Sh亘ichi　Iwao，＆Hiroshi　Takahashi

　　　　　　Kiyoo　Kawada
　　As　a　r蕊ult　of　a　tentative・estimation　of

　the　amount　of　free　silica　in　rock　powders

　from　dr皿ing　holes，Fit　was　revealed　that　the、

　一powders　were　generally　much　less　in　qulartz

　content　than．the　mother　r6ck：s　from　which

　，the　powders　were　derived』To　presume the

　amou血t　of　free　silica　in　powder　from　the

　moすα1v＆1ue　of　quartz　in　the　rock，therefore，

　is　not　so　adequate　a　metho（1．

　　　　　　ま鑑が、き
　珪肺防止の対策の1つとし，脈石・鉱脈および母岩中

矯特に遊離珪酸に富む岩石の分布状態を個々の鉱山につ　，

いて調査して，とれを珪酸区域とし，その区域の探掘作

業に関して種々の防塵その他の対策を構じよ5とする目

、的をも含めて，新たに珪肪法の国会提出が問題とされる

に至つた。そしてこのためには，当然遊離珪酸含有率の

最低限をある数値で表わさざるを得ないであろ5。例え
　　　　もりず
ぼ「遊離珪酸x％以上云々」と言5如くに・

　ところそ問題は，珪肺症に直接的に関係があるとされ・

ている粉塵（dust）の大きさはo．5～2μ・程度であるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂら，ごのよ5な細かさにおいても溢離珪酸の量比は，地
ヤマ

山の原岩における場合と同じかど5かと言うととであ

る。何んとなれぼ，もしこの量比が著しく異れぼ，岩石

中の遊離珪酸の量を如何に正確に測定しても意味が薄い

からである。

　　　　　　　　　　緯
　菅地質部　　　漸鉱床部、

　筆者等の行つた検討によると，岩石薄片の顕微鏡下の

観察および化学分析によつて，その中の遊離珪酸の量は

ごれをある程度並確に測定することができるけれども，

墜岩機掘難によつて生じた岩石粉はそρ粒度の差に応じ

て，遊離珪酸の含有量をかなり異にすると考えることが

愛当であ弓ことが明らかとなつた。従つて，岩石中の遊

離珪酸の量と岩粉や粉塵中の遊離珪酸の量とを簡単に結

び付けて，これを珪肺間題取扱いのある基準とするとと

は，粉塵中の遊離珪酸の外形や，鉱物的の存在抹態等の

問題を除外しても，よほど慣重を期することが強調され

』ねばなるまい。もちろんとりあえず極めて大雑把に取扱

5場合は，両者を直接結び付けるととも止むを得ないか

も知れない。

L　粉塵中の遊離珪酸量測定の因難性

粉塵中の遊離珪酸の量を正確に測定するには，言うま

でもなく岩石中における場含と同じよ5に，化学爾析と

その他の方法とを併用せねぼ不可能である。

化学分析以外の方法に関しては，河島千尋・山田久夫

・江藤盛治・内田健治氏等による総合的な研究菅’がなさ

れ，それによると位相差顕籔鏡特にX一線による方法が

定量的には最も有効で，普通の光学的顕微鏡観察および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』電子顕微鏡観察は，あまり有効でないと結論されている・

化学分析に際して1番困難なことは，分析に必要な2

～3grの試料を捕集す為ことである。徴量分析は0．1～

0．2gr程度の試料で充分であるが，分析に特殊技能を要

するので一般的でない。．　　　　　’　　　・

’示差熱分析も石英の曲線があまりに単純であるから，

石英の存在を確認するには有効であろづが，他種鉱物と

の混合比を瀧するにば必ずし轍果的とは思えなy・・

　そとで粉塵の源をなす岩石中の遊離珪酸量を測幾し，

この値から粉塵中の遊離珪酸の量をなんらかの方法で推

定し5るな．らぼ，非常に簡単である。そこで地山岩石中

の遊離珪酸と岩石粉中の避離珪酸の量との関係を，足尾

＊河島千尋・山田久夫。江藤盛治？内田健冶＝珪肺症に関する粉塵の研

究，窯業協会誌，59雀，昭26．
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